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ＪＲに集う 

すべての仲間の 

ＪＲ連合への 

総結集を！！ 

2022 年度 

Ｎｏ．１ 

２０２２年６月２２日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合第 32 回定期大会 
ＪＲ連合結成３０年を次代への起点に据え
ＪＲ産業の持続的成長と組合員・家族の幸せを実現しよう！ 
ＪＲ連合は６月 14 日から 15 日にかけて、

東武ホテルレバント東京において第 32 回定

期大会を開催した。３年ぶりに東京における

２日形式での開催とし、感染症対策をとりつ

つ、リモート併用の議事運営を行った。 

大会には、来賓として連合の芳野友子会長

や交運労協の住野敏彦議長、交運共済の松岡

裕次理事長、榛葉賀津也参議院議員をはじめとするＪＲ連合国会議員懇談会所属議員８

名に加え、第 26 回参議院議員選挙を控える比例区重点候補の川合孝典参議院議員、矢田

わか子参議院議員、しば慎一予定候補、竹詰ひとし予定候補（リモート）らを迎えた。 

議事では、会場に参集した代議員及び傍聴者など約 170 人が、熱心かつ真摯な討議を

行い、2022 年度の運動方針を満場一致で決定した。 

冒頭、挨拶に立った荻山市朗会長は、２年半にわたるコロナ禍によりＪＲ産業が疲弊

し離職者が増加している現状に触れ、「早期の需要回復にむけ連合・交運労協との連携を

一層強化し、サービス連合や航空連合とともに展開する３産別共同行動に引き続き取り

組む」決意を述べた。その後、安全の確立、組織の強化・拡大、産業政策、労働政策、政

治活動の５点に亘って課題認識や各種取り組みに係る考えを提起した。 

議事では 2021 年度の経過を報告するとともに、第４次男女平等参画行動目標や新たな

政策提言の策定、30 周年記念行事、新・中期労働政策ビジョン策定開始、組織強化など、

新年度の運動方針について提起がなされた。その後、昨今のＪＲ北労組や貨物鉄産労に

おける多くの組織拡大に関する報告をはじめ、計 12 名の代議員・特別代議員から安全確

立、組織拡大、政策活動・政治方針、男女平等参画、こくみん共済 coop へのスムーズな

契約移転等に関する質疑・発言があり、執行部から答弁・総括答弁を行った。総括答弁で

は政所大祐事務局長から、「現在は産業の大転換期にある。ＪＲ産業の可能性を切り拓く

べく、安全をはじめとする様々な課題に、連携して取り組もう」と力強く訴えかけた。 

その後、すべての議案と大会宣言が採択され、荻山会長の「団結がんばろう」で、ＪＲ

連合発足３０年の節目となる新年度へのスタートを切った。 

＜添付資料＞ 大会宣言 




